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公共施設等総合管理特別委員会 / 都市計画審議会委員 
 

2021年第４回定例会報告（11月 29日～12月 20日） 

 

 

新しい年を迎え、皆様いかがお過ごしでしょうか。コロナとの闘いもオミクロン株の出現で新たな局面に入って

いますが、引き続きの感染予防を徹底して参りましょう。市議会議員の任期もあと 1年 4か月程になりました。

コロナ禍の影響で活動も制約され、十分に地域のご要望を聞いてまわれなかった事が残念ですが、 

残りの期間でしっかりとお声を伺い、市政の改善につなげて参ります。お気軽にご相談頂ければ幸いです！ 

「常に謙虚に」「妥協せず」「すぐに行動」 この 3つの約束を胸に、全力で職責を果たしていきます！ 

 

2022 年を迎えて 任期もあと 1 年と少し 

 

 だて）コロナ禍での自粛生活により、外出や他人と会話をする機会が激減し、特に高齢者の心と 

身体に大きな影響が出ている。私も地域包括支援センターや老人クラブの皆さん、高齢独居の方に

お話を伺ったが、運動をしなくなり足腰が弱ってしまったり、長い期間、誰にも会うことができず、

ふさぎ込んでしまった方もいるとのことであった。 

(12月初めの段階では)コロナも落ち着きを見せており、高齢者が元の生活に 1日も早い復帰が 

できるよう、国分寺市として速やかに状況の把握を行い、支援策を打ち出していくべきと考える。 
 

福祉部長）市としても同様の問題意識を持っている。現在、東京都が国分寺市内でも同趣旨の 

アンケート調査を行っており、その情報を共有し、介護予防活動など、支援策を検討していきたい。

また、スマホなどインターネットを使った取り組みも需要が高いので、高齢者向けのスマホ教室 

なども同時に行いながら、拡充を図っていく。 
 

アフターコロナに向けて強力に推進していきたいと思います！ 

   高齢者の健康立て直し策を急げ！！ 一 般 質 問 

 

 東京都の PCR等検査無料化事業が開始！  ※12 月２７日現在の多摩地区の会場 

MSJ立川 PCR検査スポット     立川市曙町２-３-４(立川駅北口すぐ) 8時～19時 無休 

MSJ八王子 PCR検査スポット      八王子市東町 8-9(八王子駅北口)    8時～19時 無休 

木下グループ PCRセンター吉祥寺店 武蔵野市吉祥寺本町 1-8-4(吉祥寺駅北口) 10時～17時 

各市のウエルシア（ドラッグストア）など 国分寺市内は国分寺駅北口にあります。       

※症状が無くても心配な方は無料で検査できます。順次拡大予定。詳細は東京都ホームページを参照下さい。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望などは下記まで ～市内どこでも駆けつけます！～ 

185-0035  国分寺市西町 4-3-11 

TEL：070-2833-5666  メール：info@datejun16.net 

ホームページ：www.datejun16.net  ブログ・Twitter も更新中！ 

 

(2)                              立憲民主                         

 

昨年 12月 10日の世界人権デーに合わせて、国分寺市「すべての人を大切にするまち宣言」が制定されました。 

「互いの立場、意見を認め合い、助け合っていく国分寺市」を目指していこうという内容で、多摩地区では最初の

取り組みとなります。コロナ禍により暮らしや価値観、社会構造が大きく変化しました。 

こんな時だからこそ、一人一人がこの宣言の思いを心に留めて、支えあっていくことが大切ですね！ 

  都内初！西町 4丁目で幕末の胎内
たいない

堀(トンネル状水路)を発掘 

 

 

 

だて）市内各地に 20～50軒ほどの新興住宅地が開発されており、ファミリー世帯の転入が 

増えているが、地域の自治会や町内会への加入は少ない。子育てや防災、防犯など顔の見える 

地域づくりのために市がコミュニティ形成のきっかけづくりを行っていけないか。 
 

市民生活部長）市としては、既存の自治会等に入ってもらうことに重点をおき、支援を行って 

いるが、今後は開発の計画段階で自治会等への加入や新規設立に誘導できるような手法や 

メリットを研究していきたい。 
 

若い世代も関心の強い「防災」をキーワードにメリット創出を検討していきます！ 

     新興住宅地のコミュニティ形成支援を！ 

 

 

だて）生活困窮者の法律上の定義は非常にあいまいであり、現状把握が困難となっているため、 

制度の谷間にいて、実際に必要な方に支援が届いていない状況も多くある。国分寺市として一定の

尺度を設定し、その基準をもとに行政側から手を差し伸べる体制整備はできないか。 
 

福祉部長）状況分析、把握は必要であるが、分析指標となり得るものがどの程度あるか考えていき

たい。生活困窮者の状況は様々あるため、一人一人に寄り添って丁寧に対応していきたい。 

生活に困っている方が自分で手を上げなくてはいけない仕組みは見直しが必要！ 

 
 

   生活困窮者支援に独自指標を！ 

  

↑ブログ↑ ↑ツイッター↑ 

一 般 質 問 

一 般 質 問 

 

防災グッズや防災倉庫設置助成など 

 

※国分寺市プレスリリース資料より抜粋 

新聞各社でも取り上げられました。 

国分寺市では、西町 4丁目で緑地整備事業に伴い玉川上水の分水

「中藤新田分水」の発掘調査を行っています。 

この分水は新田開発が奨励された江戸時代中期に開削されましたが

地域に伝わる古文書等から、幕末の慶応４年（1868 ）に胎内堀へ

と掘り替え、生活用水として使われていたことがわかっています。

玉川上水分水は幅１ｍ程度の開渠の堀が多くトンネル状の水路は 

都内でも大変珍しく、発掘調査によって規模や構造が明らかと 

なったのは今回が初めてです。 

長さ 800ｍのトンネルを重機もなく手堀りしたとはスゴい話です。 
 
⇒この歴史遺産を活かした緑地整備がこれから進んでいきます！ 


